
２202220222022

広報広報 あなたと
町をつな

ぐ情報誌

あなたと
町をつな

ぐ情報誌

広報 あなたと
町をつな

ぐ情報誌

２⽇続けての成⼈式
令和３・４年成⼈式開催



２2022－2広報広報３ 2022－2

令和３年 ・ ４年塙町成人式 ２日続けて門出を祝う
節
目
の
式
を
開
催

　

成
人
を
祝
う
式
典
「
令
和
３
年
塙
町

成
人
式
」
が
、
一
年
遅
れ
で
１
月
８
日

（
土
）
に
開
催
、
「
令
和
４
年
塙
町
成
人

式
」
が
１
月
９
日
（
日
）
に
塙
農
村
勤

労
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
令
和

３
年
は
59
人
、
令
和
４
年
は
69
人
の
新

成
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
た
め
、
出
席
者
は
一
週
間
の
体
調
管

理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
提
出
し
、
検

温
と
消
毒
を
し
て
入
場
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
の
成
人
者
に
は
、

就
職
活
動
中
の
た
め
参
加
で
き
な
い
方

が
い
ま
し
た
。　
　

　

宮
田
秀
利
町
長
が
式
辞
を
述
べ
た

後
、
成
人
者
一
人
一
人
が
紹
介
さ
れ
、

代
表
者
に
成
人
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

来
賓
に
は
、
恩
師
代
表
の
藤
田
正
已

先
生
と
深
作
敬よ

し
ろ
う郎

先
生
が
出
席
、
成
人

さ
れ
た
皆
さ
ん
に
励
ま
し
の
こ
と
ば
を

贈
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
久
々
に
再
会

し
た
友
人
や
恩
師
な
ど
と
話
が
尽
き

ず
、
に
こ
や
か
に
写
真
を
撮
り
、
成
人

の
日
を
過
ご
し
ま
し
た
（
２
ペ
ー
ジ
が

令
和
３
年
、
３
ペ
ー
ジ
が
令
和
４
年
成

人
式
の
写
真
）

誓いのことばを述べる生方朋弥さん（Ｒ４） 誓いのことばを述べる原　夏
かのん

音さん（Ｒ３）

⼀⽣に⼀度の⼤切な記念⽇

　まだ成人の実

感がわきません

が、これから

じっくり将来の

ことを考えま

す。

　１年遅れでし

たが、成人式の

開催に感謝しま

す。みんなに会

えてうれしいで

す。

生方志
もとや

弥さん
（水元）

佐藤杏奈さん
（八幡）

⼆⼗歳の笑顔
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令和 4年代表 令和３年代表新成人の新たな決意 二
十
歳
の
主
張

 

成
⼈
式
で
は
︑
代
表
の
４
⼈
が
﹁
⼆
⼗
歳
緒
の
主
張
﹂
を
発
表
し
︑
決
意
︑

こ
れ
か
ら
の
⽬
標
な
ど
を
宣
⾔
し
︑
表
明
し
て
く
れ
ま
し
た
︒

井坂　旭さん（代官町）
いさか　あさひ

鈴木　翔大さん（田代）
すずき　しょうだい

野田 悦子さん（台宿）
のだ　えつこ

大瀧 祐加さん（栄町）
おおたき　ゆうか

　高校卒業後、いわき市で水道関係の仕

事に就いた井坂さん。「一人暮らしで母

のすごさを身に染みて感じました。父の

ような職人になりたいと修行し、小さな

ころから憧れの父と働くため、塙町に戻

り父と働いています。これからは、感謝

の気持ちを忘れず、支えてくれた皆さん

に恩返しをします。さまざまな事情で成

人式に参加できないみんなと、落ち着い

たら塙町で会える日を楽しみにしていま

す」と発表してくれました。

　看護師を目指し、白河市で学んでいる

鈴木さん。「体が弱く入退院を繰り返し

た自分に声をかけ、励ましてくれた看護

師に感謝と憧れを抱きました。長所のコ

ミュニケーション能力を生かし、国家試

験を目指し一歩ずつ進んでいます。いつ

も応援してくれる笹原の仲間や中学サッ

カー部の仲間、家族に恩返しができるよ

うに立派な看護師になります」と宣言し

てくれました。

　新潟大学で看護師、保健師、助産師を

目指し、勉強中の野田さん。

「看護師になりたいと思ったのは、人を

思い、寄り添う仕事に就きたかった。祖

母をがんで亡くしたから。大好きな地元

のために働きたいから。今後は大学院に

進学し、関東の大学病院に就職し、臨床

経験を積み、将来は、塙町で地域の皆さ

んの健康を支える存在になりたい」と夢

を語ってくれました。

　大学で農学や環境問題、経済学を学ぶ

大瀧さん。「世界経済や環境問題など、

２０年間生きてきて、全く知らなかった

ことがたくさんありました。将来は人の

役に立つ仕事に就きたいと考えていま

す。私たちをいつも温かく見守ってくれ

た地域の皆さん、今までたくさんの愛情

を注ぎ、支えてくれた両親や家族には感

謝の気持ちでいっぱいです」と発表して

くれました。

しょうだいくん
（３歳）

あさひくん
（２歳）

ゆうかちゃん
（４歳）

えつこちゃん
（２歳）



確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す

　

令
和
３
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
と
、
町
・
県
民
税（
住
民
税
）の
申
告
相
談
が
、
２
月
10
日（
木
）か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
令
和
３
年
１
月
１

日
か
ら
令
和
３
年
12
月
31
日
ま
で
の
所
得
の
状
況
な
ど
を
申
告
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
所
得
税
や
次
年
度
の
住
民
税
な
ど
が
決
ま

り
ま
す
。
な
お
、
令
和
３
年
分
の
所
得
が
給
与
所
得
の
み
で
、
事
業
所
な
ど
で
年
末
調
整
を
行
っ
て
い
る
方
や
、
税
務
署
で
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方
は
、

申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

は
、
令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
で
、
塙

町
に
住
所
が
あ
り
、
次
に
該
当
す
る
方

で
す
。

①　

令
和
３
年
中
に
収
入
（
所
得
）
が

　

あ
っ
た
方
（
収
入
が
な
く
て
も
、
他

　

の
親
族
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
場
合

　

を
除
き
、
そ
の
旨
の
申
告
が
必
要
で

　

す
）
。

②　

医
療
費
控
除
、
雑
損
控
除
な
ど
を

　

受
け
る
方
。

③　

年
の
途
中
で
退
職
し
た
た
め
、
年

　

末
調
整
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
。

④　

住
宅
ロ
ー
ン
で
住
宅
を
新
築
ま
た

　

は
中
古
で
購
入
、
あ
る
い
は
増
改
築

　

な
ど
を
し
た
方
で
、
一
定
の
要
件
に

　

該
当
す
る
方
。

⑤　

営
業
、
農
業
、
報
酬
、
不
動
産
、

　

年
金
、
譲
渡
な
ど
の
所
得
の
あ
る
方
。

　

※
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
い

　

方
で
も
、
住
民
税
申
告
は
必
要
で
す
。

・
源
泉
徴
収
票

・
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
に
は

　

還
付
先
口
座
の
わ
か
る
も
の
（
本
人

　

名
義
に
限
る
）

・
各
種
所
得
の
収
入
や
支
出
の
わ
か
る
も

　

の
・
不
動
産
の
売
却
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

　

契
約
書
や
販
売
金
額
の
わ
か
る
も
の

　

※
収
用
に
よ
る
場
合
に
は
、
自
治
体

　

な
ど
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
収
用
証
明

　

書
等
一
式

・
源
泉
徴
収
口
座
で
上
場
株
式
な
ど
の

　

取
引
が
あ
る
場
合
に
は
、
証
券
会
社

　

な
ど
が
発
行
す
る
「
年
間
取
引
報
告

　

書
」

・
社
会
保
険
料
や
生
命
保
険
料
、
地
震

　

保
険
料
の
控
除
を
申
告
す
る
場
合
は
、

　

保
険
会
社
が
発
行
す
る
控
除
証
明
書

・
医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
場
合
は
、

　

「
医
療
費
の
明
細
書
」
ま
た
は
保
険

　

機
関
が
発
行
す
る
「
医
療
費
通
知
」

　

※
各
医
療
機
関
が
発
行
し
た
領
収
書

　

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん

　

※
「
医
療
費
通
知
」
に
は
11
月
・
12

　

月
受
診
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
の

　

で
、　

11
月
・
12
月
に
受
診
し
た
方

　

は
領
収
書
な
ど
か
ら
自
己
負
担
分
を

　

整
理
し
て
く
だ
さ
い

・
そ
の
他
申
告
す
る
た
め
に
必
要
な
書

　

類
一
式

　

※
寄
付
金
領
収
書
、
住
宅
ロ
ー
ン
控

　

除
な
ど
の
関
連
書
類
、
肉
用
牛
売
却

　

証
明
書　

・
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

　

例
１　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

例
２　

通
知
カ
ー
ド
＋
免
許
証
な
ど

　

例
３　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ

　
　
　
　

住
民
票
＋
免
許
証
な
ど

申
告
が
必
要
な
方

申
告
に
必
要
な
も
の

白河税務署からのお知らせ

＜新型コロナウイルス感染拡大防止対策にご協力ください＞
〇国税庁のホームページから所得税の申告ができますので、ぜひ、ご利用ください。

〇マイナンバーカードをお持ちの方や、税務署にてパスワードを取得されている方は、会場にお越しい

　ただかなくてもご自宅のパソコンやスマホで申告ができます（制限あり）のでぜひ、ご活用ください。

※詳しくは白河税務署まで（☎０２４８－２２－７１１１）お問合せください。

■スムーズな申告受付にご協力ください
　医療費控除または、セルフメディケーション税制の適用を受ける場合には、あらかじめ、領収書を病

院別、人別に分けて集計してください。また、事業（営業・農業）所得や不動産所得を申告する方は、

収入と支出を事前にとりまとめてからお越しください。

　２０２３年１０月１日から消費税のインボイス制度（適格請求書保存方式）が導入されることに伴い、白

河税務署で事業登録者申請受け付けが始まりました。この制度は、仕入税額控除（売上額から仕入れにか

かった消費税額を控除すること）を受けるための新たな制度で、導入後は、事業者登録の有無により、消

費税を納める必要がある企業や個人事業者、消費税を納める必要がない免税事業者にも影響が出ます。イ

ンボイス制度導入による消費税関連事務の複雑化により、これまで町の申告会場で実施していた消費税の

申告相談は今回から実施しません。詳しくは、下記までお問合せ下さい。

〇消費税の申告に関するご相談　【白河税務署】☎０２４８-２２-７１１１（音声案内で「２」）

　 ※白河税務署では、申告会場の混雑緩和のため「入場整理券」を配布しています。

〇適格請求書等保存方式に関するご相談　【専用ダイヤル】☎０１２０-２０５-５５３（無料）

〇適格請求書等保存方式についての詳しい情報は、【国税庁ホームページ】内の特設サイトにある「消費税の

　軽減税率制度について」をご覧下さい（適格請求書等保存方式に関するＱ＆Ａなどが掲載されています）。

　問い合わせ先　町民課課税係　☎４３－２１１３

消費税（個人事業者）の申告が変更されます

所 得 税
住 ⺠ 税
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―塙町 町民課 課税係　電話：４３－２１１３―
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　『手と手を　つなげば　いつも　しあわせ』。

２匹のネズミが移り変わる四季のなかでそっと

寄り添います。かわいらしい絵と前向きで希望

にあふれた言葉が優しい気持ちにさせてくれる

一冊です。

　

図
書
館
で
は
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る

本
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
今
月
も
、
そ
の
中

か
ら
一
冊
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
読
み
た
い
本
が
貸
し
出
し
中
の
場
合
、
予
約
で
き
ま

す
。（
☎
４
３
―
０
８
０
８
）

愛
の
本

２月の
テーマ

「手と手をつないで」

マーク・スペアリング／文

ブリッタ・テッケントラップ／絵

三原　泉／訳

　（ＢＬ出版）

●ものがたり

図書館情報
新 刊 案 内

「１００万回死んだねこ　
　　　　　　　　　」

福井県立図書館／編著
　（講談社）

　福井県立図書館で本当にあ

った本のタイトルの覚え違い

のなかから９０件を厳選。皆

さんは正しいタイトルにいく

つたどり着けますか？　クイ

ズ感覚でどうぞ！

■開館時間 ⽕曜⽇から⼟曜⽇・・午前１０時から午後７時まで
      ⽇曜⽇・祝⽇  ・・午前１０時から午後５時まで
■休 館 ⽇　７⽇（⽉）、１４⽇（⽉）、２１⽇（⽉）、
     ２４⽇（⽊）、２５⽇（⾦）、２８⽇（⽉）。 
     ２５⽇（⾦）は、⽉末整理⽇のため休館。

【図書館の開館・休館情報 ２⽉】

健康推進だより 79
３回目の新型コロナワクチン接種

 新型コロナワクチンは、接種後時間がたつとワクチンの有効性などが低下するため
下記の⽅を対象に 3 回⽬の接種をします。安全にスムーズに接種できるように体制
を整えていますので、ご理解とご協⼒をお願いします。

３回目対象の方に　接種券を順次郵送しています 　

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
土
井
眞
穂
梨
で
す
。

　

昨
年
11
月
に
玉
川
村
のy

o
d
g
e

(

ヨ
ッ
ジ)

で
開
催
さ
れ
た
ク
ラ
フ

ト
市
に
参
加
し
ま
し
た
。
「
自
然
・

手
作
り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン

ト
で
、
ダ
リ
ア
染
め
の
良
い
Ｐ
Ｒ
に

な
る
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。
初
開

催
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
が
、
特
に
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
手
作
り
製

品
や
食
べ
物
の
出
店
が
あ
り
、
楽
し

か
っ
た
で
す
。
「
ダ
リ
ア
の
花
で
染

め
て
い
ま
す
」
と
声
を
か
け
る
と
、

皆
さ
ん
、
興
味
津
々
で
ダ
リ
ア
染
め

製
品
を
見
て
く
れ
ま
し
た
。

　

６
月
に
町
に
来
て
か
ら
実
験
を
重

ね
、
ダ
リ
ア
染
め
で
青
に
染
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
ま
で
に
な

か
っ
た
色
で
す
。
そ
し
て
初
め
て
青

色
の
製
品
化
に
成
功
し
ま
し
た
。
青

の
ラ
ン
チ
バ
ッ
グ
や
刺
繍
を
施
し
た

ノ
ー
ト
は
、
イ
ベ
ン
ト
で
人
気
が
あ

り
ま
し
た
。
町
の
ダ
リ
ア
は
、
来

場
者
に
も
有
名
で
「
塙
か
ら
来
た

の
？
」
、
「
ダ
リ
ア
で
こ
ん
な
色
に
染

ま
る
ん
だ
ね
」
な
ど
お
客
さ
ん
の
反

応
を
直
接
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
有
意
義
な
時
間
で
し
た
。
今
後

は
、
道
の
駅
は
な
わ
の
入
り
口
付
近

で
、
土
日
な
ど
定
期
的
に
ダ
リ
ア
染

め
製
品
を
展
示
す
る
予
定
で
す
。
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

岩
見
麻
衣
子
で
す
。
12
月
29
日

（
水
）
に
移
動
販
売
の
よ
う
な
店
舗

を
持
た
な
い
花
屋
の
イ
ベ
ン
ト
に
い

き
、
お
正
月
に
飾
る
ブ
ー
ケ
を
作
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
落
ち
着
い
た

ト
ー
ン
の
ピ
ン
ク
系
で
作
っ
て
ほ
し

く
て
「
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
雰
囲
気
で
」

と
お
願
い
し
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ

た
ブ
ー
ケ
は
20
種
類
く
ら
い
の
花
材

が
使
わ
れ
て
お
り
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・

ス
イ
ト
ピ
ー
・
ア
ネ
モ
ネ
な
ど
の
一

般
的
な
花
や
松
ぼ
っ
く
り
の
よ
う
な

も
の
が
つ
い
た
枝
物
や
ピ
ン
ク
の
ス

ズ
ラ
ン
の
よ
う
な
花
や
観
葉
植
物
の

よ
う
な
大
き
め
の
葉
物
な
ど
珍
し
い

花
材
も
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
い

て
、
と
て
も
豪
華
で
し
た
。
ブ
ー
ケ

を
作
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
間
、
ダ
リ

ア
は
ど
ん
な
色
合
い
の
も
の
が
使
い

や
す
い
の
か
聞
い
て
み
ま
し
た
。
淡

い
色
合
い
の
花
が
使
い
や
す
く
、
他

の
花
材
と
も
な
じ
み
や
す
い
と
の
こ

と
。
昨
年
は
「
ル
ル
」
と
い
う
品
種

を
多
く
仕
入
れ
た
そ
う
で
す
。
「
ル

ル
」
は
台
宿
の
畑
で
も
育
て
て
い
る

品
種
で
ベ
ー
ジ
ュ
に
赤
い
筋
の
入
っ

た
小
ぶ
り
の
花
で
す
。
今
年
も
引
き

続
き
育
て
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
お
願
い
し
た
花
屋
さ
ん
は
、

出
張
で
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室
を

開
催
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
町
で
も

ダ
リ
ア
を
使
っ
た
ア
レ
ン
ジ
教
室
を

開
催
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

昨
年
12
月
で
活
動
３
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

動
が
最
後
の
年
。
今
年
も
ダ
リ
ア
栽

培
を
頑
張
り
ま
す
。
皆
さ
ん
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

青
の
ダ
リ
ア
染
め
に
成
功

地
域お協力隊体験記

Mahori×Maiko

ダ
リ
ア
の
研
究
も
欠
か
し
ま
せ
ん

マスコミの取材中を受ける土井隊員

こ し

 福島市飯坂町出⾝の３３歳。
花にという関わる仕事がしたい
と思っていたところ、インター
ネットで偶然塙町の地域おこし
協⼒隊の活動が⽬に留まり、協
⼒隊に応募。左の写真は本⽂に
でてくる花屋さんにお願いした
正⽉⽤ブーケ。

 神奈川県平塚市出⾝の３５歳。
前職は、両親が経営する居酒屋
を⼀緒に切り盛りしていた。接
客業の経験と趣味のものづくり
を⽣かして活動していく。ウー
パールーパーを飼育中。

岩見 麻衣子さん
（いわみ・まいこ）

土井　眞穂梨さん
（どい・まほり）

覚え違いタイトル集

球根に乾燥防止の不織布をかける岩見隊員

そ の 他…接種を希望しない、町外で受
 ける場合は必ず、キャンセルの電話を
 お願いします。⽇程など都合が合わな
 い場合は、ご相談ください

持 ち 物…郵送した封筒⼀式（必ず記⼊
 し、ご持参ください）、保険証などの
 ⾝分証明、お薬⼿帳

注意事項…当⽇は、腕を出しやすい服装
 （半袖）で、3 密を防ぐために受付時間内
 にお越しください

問い合わせ先　健康福祉課　健康推進係　☎４３－２１１５

 ２回の接種が済んだ順に実施⽇と場所を割り振り、
該当の⽅に、1 ⽉ 4⽇（⽕）から順次接種券を郵送して
います。届いたら、すぐ開封し、内容をご確認ください。
⽇時と場所 
 １⽉下旬から⽇時を指定し、集団接種の⽅は、塙農
村勤労福祉会館で、個別接種の⽅は、塙厚⽣病院、⾞
⽥病院、つちやクリニックで実施しています。
対象者 
・2 回の接種が済み
 概ね８カ⽉以上が経過し１８歳以上の⽅（3 回⽬接種時）
ワクチンの種類 
 ファイザー社製・モデルナ社製（国からの供給順に使⽤します）
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からの

挑戦

　塙工業高校へのご意見・ご感想・応援メッセー
ジなどをお待ちしています。
■福島県立塙工業高等学校

　☎０２４７-４３-２１３１　

　Mail：hanawa-th@fcs.ed.jp

　

福
島
県
は
、福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ー
ス
ト
構
想　

を
進
め
て
い
ま
す
。

塙
工
で
は
、
そ
の
事
業
の
一
つ
、
も
の

づ
く
り
や
産
業
に
関
わ
る
人
材
育
成
事

業
で
、
最
先
端
の
施
設
を
見
学
し
ま
し

た
。
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
せ
る
よ
う
に

技
術
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
見

学
の
感
想
と
、
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ

ン
テ
ス
ト　

の
県
大
会
出
場
者
の
感
想

を
お
届
け
し
ま
す
。

■⽣徒会の動画を要チェック︕
　学校のＰＲや紹介動画をインター
ネットで公開しています。順次配信
していきますので、本校ホームペー
ジよりご覧ください。 ＱＲコード

最
先
端
の
技
術
に
触
れ
て

　　　　　　　電子科３年　大平　碧
あおと

斗
　次世代のエネルギーとして期待される
水素を、太陽光発電によって生産してい
る光景を見ることができて、とても関心
を持ちました。津波被害を受けた地域を
復興するためには、新たな産業が必要だということもわかりまし
た。

　　　　電子科１年　對
つしま

馬 龍
りゅうせい

聖
　私たちは１２月６日（月）にＪＡＸＡ
（宇宙航空研究開発機構）に行きま
した。
　皆さんも知っての通り日本で宇
宙研究をしている施設です。人工衛星の製作と打ち上げなどをし
て、写真撮影やＧＰＳの操作など私たちの生活を豊かにしてくれ
ています。
　工業の最先端であると聞き、工業の良さを改めて認識できまし
た。

　　　　　　　　　　　　　　　 機械科３年　本田　稜
りょうすけ

恭（写真左）
　私は、昨年に続き出場しました。最後の大会のため、自分の集中力
や想像力を高め、悔いの残らないように心掛けました。
　競技時間は１時間で、少しの雑念など気持ちのブレが作品そのもの
に影響してしまうので、一瞬の集中力を高め、昨年の比にならないく
らい競技練習を行いました。入賞はできませんでしたが、１００点満点
中８５点と自分の中で一番の出来だったと思います。
　このような溶接の試験や大会に参加でき、とても楽しかったです。仲間と切磋琢磨しあい挑戦できたこと、
塙工に入学していなければできなかったと思います。先生方や両親、共に挑戦しあった友人に感謝します。
ありがとうございました。

「福島水素エネルギー研究フィールド見学」

「Ｊ
ジ ャ ク サ

ＡＸＡ筑波宇宙センター見学」

「福島県高校生ものづくりコンテスト溶接部門に出場して」

福島イノベーション・コースト構想
　2011 年に発生した東日本大震災および原
子力災害によって失われた浜通り地域などの
産業を回復するために、新たな産業基盤の構
築を目指す国家プロジェクト

高校生ものづくりコンテスト
　ものづくりの学習効果の発表の場。高校生
が一堂に会して、技術・技能を競い合う全国
的な大会

次世代エネルギーの見学

筑波宇宙センターの入口

ものづくりコンテストに出場した仲間と
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シリーズ　水と暮らす〈Topic〉
 町は、公共下⽔道と農業集落排⽔が整備されていない地域に、合併処理浄化槽への交換を勧めています。
 浄化槽には「合併処理浄化槽」と「単独処理浄化槽」の２種類があります。
 合併処理浄化槽は、トイレからのし尿とあわせて台所などからの⽣活雑排⽔を処理し河川に流します
が、単独処理浄化槽は、し尿を処理するのみ
で、⽣活雑排⽔は未処理のまま河川などに流
れてしまい、河川が汚れる⼤きな原因です。
 単独処理浄化槽を合併処理浄化槽に交換す
ると、河川に流れる汚れを約１/８まで減ら
せます。
 貴重な⽔資源を守るためにも、合併処理浄
化槽への交換をお願いします。
※町では合併処理浄化槽の設置⼯事に対し補
 助制度があります。詳しくは下記までお問
 い合わせください。

合併処理浄化槽に交換しましょう

■問い合わせ先 生活環境課 施設係・上下水道係　☎４３－２１４８

中学生が塙工でものづくり体験

※１人１日当たりの生活排水に含まれる汚れの量をグラムに置き換えて表しています。

塙工業高校塙工業高校奨学生募集中奨学生募集中ですです塙工業高校奨学生募集中です
　町では、塙工業高校へ進学する生徒の皆さんの確保と、地元への定住を図ることを目的に「令和４年

度塙町塙工業高等学校奨学生」を募集します。

　塙工業高等学校に在学し、または令和４年度、同校に進学予定で町に住所があるなどの生徒の皆さん

は奨学資金の貸与が受けられます。ぜひ、ご利用ください。

【貸与月額】３０，０００円【返還】無利子（卒業後半年後から 10 年以内に月賦または、年賦で返還）

※本奨学資金貸与制度には次のようなメリットがあります！！

　卒業後、町に住所があり居住して、町内の企業などに就業
している方は、卒業してから３年６ヵ月後まで奨学資金の返
還を延ばせます。

　前記に該当する方が猶予期間を満了し次のいずれにも該当
するときは、奨学資金を返す必要はありません。
①引き続き町に住所があり、現に居住する意思のあること。
②引き続き町内の企業などに勤務する意思のあること。
③猶予期間内に、町税などの未納がないこと。

　高校卒業時より引き続き町に住所があり、他の市町村の企
業などに勤務し、３年間奨学資金の返還に遅れず、町税など
の未納がないときは、以後、返済する必要はありません。

◎メリット 1（返還猶予）

◎メリット２（返還免除）

◎メリット３（返還免除プラスα）

メリットは他にもあります。詳しくはお問合せください。
■願書などの提出期限　　３月１８日（金）

　願書などは塙工業高等学校または、塙中学校にありますので、ご希望の方は直接受け取り、必要書類

を在籍している学校まで提出してください。

■問い合わせ先

　詳しくは、学校に配布した募集要項などをご覧になるか、学校教育課 管理係☎４３- ４０５０まで

お問合せください。



祝
１
０
０
歳 

長
寿

下重　好
よし

さん（竹之内）に

小濵ミチさん（堀越）に

　１２月２５日（土）に満１００歳の誕生日を迎えた

下重　好さん（竹之内）への祝状と記念品の贈呈

式が、１２月２６日（日）に自宅で行われました。

　贈呈式では、宮田町長から町の祝状と祝金およ

び記念品、県知事の祝状と記念品、町社会福祉

協議会からの記念品を贈呈しました。また、孫

の下重敬子さん、水野谷暁子さんから花束が贈

られ、ひ孫の水野谷穣
じょう

さん、飛
ひゅうが

雅さんが１００歳

を祝う作文を読み、親族を代表して下重康仁さ

んが謝辞を述べました。

　これからも元気でお過ごしください。

　１月１４日（金）に満１００歳の誕生日を迎えた

小濵ミチさん（堀越）への祝状と記念品の贈呈式

が、１月１６日（日）に自宅で行われました。

　贈呈式では、宮田町長から町の祝状と祝金お

よび記念品、県知事の祝状と記念品、町社会福

祉協議会からの記念品を贈呈しました。また、

ひ孫の鈴木莉
り こ

瑚さん、愛
あいり

莉さんから花束が贈ら

れ、親族を代表して孫の小濵弘之さんが謝辞を

述べました。これからも元気でお過ごしくださ

い。

みんなでお祝いする下重さんご一家

にこやかな笑顔の小濵さん一家

下重 好 さん（⽵之内）
 ⼤正 10 年⽵之内⽣まれ。４年前に１００歳で亡く
なった夫・泰成さんとご⻑寿夫婦。忙しい娘さん夫婦
に代わって孫娘⼆⼈を育て、以前は、俳句やゲートボー
ルを楽しんでいました。元気の秘訣は毎⽇⾷べる温
泉卵だそうです。いつまでもお元気で。

⼩濵 ミチ さん（堀越）
 ⼤正 1１年⼩⾼⽣まれ。⼦ども２⼈、孫４⼈、
ひ孫６⼈に恵まれる。暴飲暴⾷をせず何でも好
き嫌いなく⾷べるのが⻑⽣きの秘訣。特に好き
な⾷べ物は鮭。毎⽇新聞を読み、⾝の回りのこ
とは⾃分で⾏う。近所を散歩し、体を動かすの
が元気のもと。いつまでもお元気で。

■３食食べ、自宅で元気に過ごす

■身の回りのことは自分でやり、近所を散歩も

塙 町　　　祝 状知 事

ケーキでお祝いする下重　好さん

自宅で元気に過ごしている小濵ミチさん

塙 町　　　祝 状知 事

　文化財防火デー・・・昭和24年１月26日に
法隆寺金堂が炎上し、壁画が焼損したことを
きっかけに定められ、毎年全国的に文化財防
火運動が行われている
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はなわスポーツクラブ通信２月号

～塙町生涯学習だより～　２月号
発行：塙町教育委員会生涯学習課

　１月９日（日）快晴に恵まれ午前９時に塙町営体育館に集合し、
７人が参加し、羽黒山山頂の出羽神社を目指し出発しました。　
　本町の風月前の裏参道を通り休みながら、景色を見ながらゆっ
くりと登り、出羽神社では今年のはなわスポーツクラブと会員の
皆さんの安全と健康を祈願し、帰りは愛宕神社へ降りる道を通り、
愛宕神社で休憩し長い階段を降り町営体育館に到着しました。高
低差１７０㍍、道のり約２．３㌖、１時間３０分のウォーキングでした。
　参道は整備され、歩きやすく、途中に丸太橋がかかっていて、
開けた場所には、桜や紅葉が植えられ、春や秋にはそれぞれ素晴
らしい景色が楽しめる場所が町にあることを改めて感じました。
坂道は、少しきついところがありますが、山頂まで登るとすがす
がしい気持ちになった一日でした。

ＱＲコード

新春 出羽神社ウォーク 開催しました

問い合わせ先

　

１
月
23
日
（
日
）
、
文
化
財
防
火
デ
ー　

に

あ
わ
せ
、
火
災
防
御
訓
練
が
常
世
観
音
堂
（
常

世
中
野
）
で
行
わ
れ
、
消
防
団
第
二
分
団
、

地
域
住
民
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。
訓
練
は

敷
地
内
か
ら
火
煙
を
発
見
し
、
建
物
へ
の
延

焼
の
恐
れ
を
想
定
し
て
実
施
さ
れ
、
初
期
消

火
体
制
と
メ
ー
ル
に
よ
る
緊
急
情
報
配
信
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
区
住
民
を
対
象
に
消
火
器
を

使
っ
た
消
火
訓
練
な
ど
で
予
防
消
防
へ
の
意

識
を
高
め
ま
し
た
。

文
化
財
を
守
り
ま
す

　
　
　

防
火
訓
練
を
実
施

地元消防団による消火訓練

すがすがしい
気持ちで記念
撮影

　　　　　　　　常世中野区長　森山忠良さん

　訓練ではキビキビとした動きや、全員の

統括された姿が素晴らしく、たいへん感銘

を受けたと同時にとても頼もしく感じまし

た。

一歩ずつ木の階段
を踏みしめて降り
ました
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※
く
ら
し
の
情
報
に
掲
載
す

る
お
知
ら
せ
は
、
掲
載
時
点

で
の
情
報
で
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
開
催

や
実
施
が
変
更
・
延
期
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
各
実
施
団
体
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

く
ら
し
の

情
報
◆塙町役場の電話番号（代表）
ＴＥＬ　０２４７－４３－２１１１
ＦＡＸ　０２４７－４３－２１１６
◆町のホームページアドレス
http://www.town.hanawa.fukushima.jp/
◆町のメールアドレス
soumu@town.hanawa.fukushima.jp
※ご意見・ご要望のある方はご利用ください。

【各課などの直通電話番号】
総　　務　　課　４３－２１１１
町　　民　　課　４３－２１１３
　　　　　　　　４３－２１１４
健 康 福 祉 課　４３―２１１５
（高齢者支援係）　４３－２２２７
地域包括支援センター　４３－２２２４
農 林 推 進 課　４３－２１１８
ま ち 振 興 課　４３－２１１２
ま ち 整 備 課　４３－２１１７
生 活 環 境 課　４３－２１４８
会　　計　　室　４３－２１４９
議 会 事 務 局　４３－２１５０
農 業 委 員 会　４３－２１１９
学 校 教 育 課　４３－４０５０
生 涯 学 習 課　４３－２６４４
公　　民　　館　４３－０３２０
あぶくま高原美術館　４２－２５１０
図　　書　　館　４３－０８０８
学校給食センター　４３－０１８８
はなわこども園　５７－８７００
笹 原 幼 稚 園　４３－０６０１
東白衛生組合　４３－０３７８

おくやみ申し上げます
12月16日から1月15日までの届け出

亡くなられた方 年齢 住　所

佐藤　タミ さ 
ん 95 歳 堀 越

戸井田洋一 さ 
ん 87 歳 台 宿

金澤　コウ さ 
ん 102歳 台 宿

星　　力夫 さ 
ん 85 歳 桜 木 町

大縄　道代 さ 
ん 82 歳 柳 町

角田　米夫 さ 
ん 94 歳 台 宿

金澤　則夫 さ 
ん 68 歳 桜 木 町

星　セツ子 さ 
ん 93 歳 台 宿

石川　冨子 さ 
ん 93 歳 代 官 町

鈴木キミ子 さ 
ん 96 歳 山 形

鈴木　　稔 さ 
ん 88 歳 台 宿

鈴木　晴一 さ 
ん 87 歳 代 官 町

髙信　禎夫 さ 
ん 101歳 代 官 町

曽我部つるの さ 
ん 91 歳 那 倉

菊池　好子 さ 
ん 90 歳 上 石 井

※この欄に掲載を希望されない方は、届け出の
　際に窓口に申し出てください。

　「＃スマイル水郡線キャンペーン２０２２～笑顔でつな

ごうスマイル水郡線～」を開催中です。ツイッターで、

水郡線の魅力をＰＲするツイートを募集中です。条件を

満たした参加者の中から抽選で１０人の方にクオカード

１万円分が当たります。皆さんの投稿お待ちしています。

■期　間　３月２７日（日）まで

■対　象　ツイッターアカウントを有する方

■参加方法（条件）

　①公式アカウント　みんなの水郡線応援

　　プロジェクト（@suigunsenouen）をフォロー。

　②「＃スマイル水郡線」をつけて水郡線を盛り上げる

　　ツイートを投稿する。

■募集テーマ　水郡線の魅力のＰＲ、水郡線を盛り上げ

　る内容。写真や動画も可（例：沿線のおすすめスポッ

　トやグルメの紹介など）。　

■問い合わせ先　水郡線活性化対策協議会事務局

　　　　　　　（福島県石川町役場企画商工課内）

　　　　　　　☎２６‐９１１４

　自動車税種別割は、毎年４月１日（午前０時）現在で

車検証に記載されている「所有者」または、「使用者」

に課税されます。例年、「所有していない自動車の納税

通知が届いた」、「納税通知書が届かない」などのトラブ

ルが多く寄せられます。自動車の登録内容に異動（移転・

変更・抹消）がある場合、３月末までに福島運輸支局な

どで手続きを済ませましょう。

■問い合わせ先

　・登録手続きに関すること

　　東北運輸局福島いわき自動車検査登録事務所

　　☎０５０-５５４０-２０１６

　・納税通知書の送付先変更など

　　福島県県南地方振興局県税部課税課

　　☎０２４８-２３-１５１９

　塙町シルバー人材センターは、高齢者が働くことを通

じて生きがいを得ると共に、地域社会の活性化に貢献す

る組織です。仕事を請け負ってくれる方を募集していま

す。草刈り作業や清掃など皆さんのお手伝いをしていま

す。働きたい方とお仕事を頼みたい方、どうぞご連絡く

ださい。

■問い合わせ先

　塙町シルバー人材センター　☎４３-２１５３

　担当：溝井　☎０８０-９２５０-０９５８

　原子力災害による風評被害に対応するため、個人事業者や法

人が町内で、農林水産関連事業や観光関連事業で特定の設備投

資を行った場合、町税の特例（固定資産税の課税免除）が受け

られます。特例を受けるためには、福島復興再生特別措置法に

基づく「特定事業活動計画」を作成し、福島県知事から「指定」

を受ける必要があります。（※「指定」を受けた後の特定の設備

投資が課税の特例の対象です）。

　詳しくは、下記までお問合せ下さい。

〇制度の概要について　　

　福島県企画調整部風評・風化戦略室　

　☎０２４-５２１-１１２９

〇指定の申請について

　福島県県南地方振興局企画商工部地域づくり・商工労政課　

　☎０２４８-２３-１５４６

〇町税の特例について

　町民課課税係　

　☎４３-２１１３

　東北税理士会白河支部では、社会貢献活動の一環として税理

士の記念日に税の無料相談会を開催します。事前予約の必要は

ありません。申告書などに関する資料をご持参ください。

■日　　時　２月２３日（水・祝）午前１０時から午後４時

■会　　場　白河市産業プラザ人材育成センター２階

　　　　　　第１研修室（白河市中田１４０）

■問い合わせ先　鈴木隆
たかじ

司税理士事務所　

　　　　　　☎０２４８－２７－０３１６

　２月１７日（木）から２３日（水・祝）まではアレルギー週間です。

アレルギー疾患を正しく理解し上手な付き合い方を学びません

か。

■視聴期間　２月１７日（木）午前９時から２８日（月）午後５時

■内　　容　ぜんそく・アトピー性皮膚炎・花粉症やアレルギー

　　　　　　性鼻炎、食物アレルギーなど

■視聴方法　福島県健康づくり推進課ホームページから

　　　　　　YouTube( ユーチューブ )配信

　　　　　　URL:http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/21045a/kenkou-top.html

■問い合わせ先　福島県健康づくり推進課

　　　　　　☎０２４-５２１-７６４０

入札情報
こちらをご覧ください。

▼⽔郡線を盛り上げるツイートを募集中
⽔郡線活性化対策協議会

▼⾃動⾞の移転・抹消の⼿続きはお済みですか
東北運輸局・県南地⽅振興局

▼税の無料相談会を開催します
東北税理⼠会⽩河⽀部

▼アレルギー講座を YouTube で配信します
福島県健康づくり推進課

▼お仕事引き受けます
塙町シルバー⼈材センター

▼町税の優遇制度が受けられます
町⺠課

曾



１月５日（水）はなわこども園保育部で年始めの会
が行われました。今年の干支のトラや新年のあいさつ
をみんなで確認し覚えました。パンダ組とひつじ組の
お友達が今年がんばりたいことを発表しました。「ロ
ボットのおもちゃを作りたい」、「ママのお手伝いをし
て、サラダを作りたい」、「幼稚園生になるのでがんば
る」、「野菜が苦手だけどママの作った野菜のおかずを
食べる」などそれぞれの目標を発表しました。最後に
「がんばるマンの歌」をみんなで歌い一年間のがんば
りを約束しました。

今年がんばることを発表
― こども園保育部で年始めの会 ―

意見を述べる実行委員会のメンバー

Town Topics八溝山周辺地域定住自立圏
　栃木県大田原市を中心に、那須塩原市・那須町・棚倉町・矢祭町・塙町・大子町の２市６町村で協定
を結び、連携、協力して地域活性化などに取り組む組織です。八溝山周辺地域のおすすめのアウトドア
情報を紹介します。

　大田原市湯けむりふれあいの丘
『ゆーゆーキャビン＆キャンプ場』に
は、５人から１０人が宿泊できるキャビン
（宿泊棟）が７棟あり、敷地内には露天風呂を備えた
『湯

ゆ づ か み
津上温泉やすらぎの湯』が併設されています。春夏秋冬、

行楽の季節にぜひ、ご利用ください。
■問い合わせ先　湯津上温泉やすらぎの湯
　☎０２８７ー９８ー２１４１

　那須平成の森では、スノーシューを
履いてインタープリター（ガイド）と
一緒に冬の森を散策できます。気軽に
参加できる 2時間コースと、森の奥
まで踏み入る 3時間コースがあり、対象はどちらも小学
生以上です（要参加費）。小さなお子さんが安心してそり
遊びや雪だるま作りを楽しむことができるエリアもあり、
大人から子どもまで冬を満喫できます。
■問い合わせ先　那須平成の森フィールドセンター　
　☎ 0287ー 74ー 6808

　山本キャンプ場は樹齢１００年を越
える杉並木を抜けた先にあります。周
囲は「奥久慈県立自然公園」に指定さ
れていて、木々の緑、久慈川支流宮川
の清流など豊かな自然を満喫できるキャンプ場です。
　現在、山本キャンプ場では、より快適にご利用いただけ
るよう施設の改修工事を順次行っています。
※冬期間（３月末まで）は閉鎖中です。
■問い合わせ先
　棚倉町地域創生課　☎０２４７ー３３ー２１１２

　福島県塙町の山間部、湯遊ランドは
なわ付近にある「三角形の道」。ここ
には、自転車で走る楽しみのすべてが
そろっていると言われています。交通
量が少なく、信号がなく、高低差もあり、ずっと止まるこ
となく走れるコースです。初級者から上級者まで楽しむこ
とができ、四季折々の風景が楽しめます。
■問い合わせ先　塙町まち振興課　
　☎０２４７ー４３ー２１１２

　塩原温泉ビジターセンターでは、日
光国立公園塩原地域の散策や自然学習
など、四季折々のプログラムを年間
100件以上開催。春には、雪が解けて草木が芽吹き、山々
が新緑に染まっていく過程が楽しめます。川のせせらぎや
野鳥の声を聞きながら、のんびりと春を堪能してみません
か？
■問い合わせ先　塩原温泉ビジターセンター
　☎０２８７ー３２ー３０５０

箒
ほうきがわ

川のほとりで自然を満喫できる
キャンプ場。
場内にはオートサイト（6,000 円／泊）
とキャンプサイト（2,000円／泊）があり、整備された芝生
でキャンプを満喫できます。日帰りバーベキューもでき、
宿泊・日帰りを問わずファミリーやグループにおすすめで
す。近くには「なかがわ水遊園」があり、親子で楽しめます。
■問い合わせ先　ゆりがねの湯まほろばキャンプ場　
　☎０２８７ー９２ー１２４６

　「矢祭山友情の森」は自然環境を利
用して設置した自然休養地です。ＪＲ
水郡線矢祭山駅より徒歩１０分の場所
にあり、眼下には久慈川の清流を臨み、
付近にはハイキングコース、キャンプ場、宿泊棟がありま
す。さらに休憩室をはじめ、シャワールームなどを備えた
「総合案内施設」があり、一日を楽しく過ごすことができ
ます。
■問い合わせ先
　矢祭町事業課　☎０２４７ー４６ー４５７６

　多くのアウトドアアクティビティ
【キャンプ・サイクリング・トレイル（山
や森などの舗装していない道）など】
で大子町の自然を全身で感じることが
できます。
■問い合わせ先　大子町まちづくり課　
　☎０２９５ー７２ー１１３１

栃木県大田原市　
ゆーゆーキャビン＆キャンプ場

栃木県那須町　那須平成の森

福島県棚倉町 山本キャンプ場　

福島県塙町　三角形の道

栃木県那須塩原市　
塩原温泉ビジターセンター

栃木県那珂川町　
ゆりがねの湯まほろばキャンプ場

福島県矢祭町　矢祭山友情の森

茨城県大子町　
全方位、アウトドア。自然基地大子町 １２月２１日（火）塙町産業祭実行委員会が塙農村勤

労福祉会館で開催され、今後の産業祭について協議さ
れました。令和元年度の第３０回産業祭以来、新型コ
ロナウイルス感染症のため中止されており、今後も新
しい生活様式に即した開催が難しいこと、町の産業発
展と振興やＰＲなどの開催の趣旨は達成されているこ
となどから産業祭が終了することが決定されました。
商工業の代表者などの委員から「替わりのイベントは開
催するのか」、「寒くない時期のイベント開催はどうか」
「子どもが楽しめるイベントを」などの意見がでました。

３０年の歴史に幕
― 塙町産業祭が終了 ―

１２月２２日（水）塙中学校３年生の「地方自治体
験学習」のまとめとして役場見学と政策課題の提言が
行われました。生徒は事前に、地方自治を学び、町の
課題を見つけ、課題を解決するためには、どうすれば
よいかを班ごとに考え、発表しました。各班の提案は、
「伐採した木材で木製ストローを作っては」、「旧常豊
小学校を公園にしてはどうか」、「遊びを通じて総合的
な指導を」などがありました。発表を聞いて総務課長
や教育委員会職員が講評を述べました。

こんな塙町になったらいいな
― 中学生が町へ政策を提言 ―

「ママのお手伝いでスパゲッティを作りたい」と発表しました

よりよい町にするため自分たちの考えを発表します

地元のアウトドア情報を紹介します
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定
年
退
職
し
て
三
年
。
日
々
思
う
の

は
、
「
こ
ん
な
に
時
間
が
あ
る
ん
だ
！
」

と
い
う
こ
と
。
そ
の
時
間
を
楽
し
も
う

と
、
野
菜
作
り
、
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
フ
ラ
メ
ン
コ
、

資
格
取
得
（
三
年
間
で
五
つ
の
資
格
を

取
得
し
た
）な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

毎
日
と
て
も
充
実
し
て
い
て
、「
60
代
っ

て
こ
ん
な
に
楽
し
い
の
か
」
と
し
み
じ

み
思
う
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野
菜
作
り
は
、
本
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
情
報
を
基
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
て

い
る
。
近
所
の
方
に
も
教
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
プ
チ
農
業
女
子
を
目
指
す
。

売
り
物
に
は
な
ら
な
い
が
、
ど
う
に
か

食
べ
ら
れ
る
も
の
が
で
き
た
時
の
喜
び

は
何
物
に
も
代
え
難
い
。
草
刈
り
は
た

い
へ
ん
だ
が
、
そ
れ
を
上
回
る
楽
し
さ

を
感
じ
て
い
る
。

　

今
、
最
も
ハ
マ
っ
て
い
る
の
は
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
。
奥
が
深
く
、
適
度
な
運
動

量
で
頭
も
使
う
の
で
、
認
知
症
予
防

に
最
適
で
あ
る
（
と
思
う
）
。
年
寄
り

の
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、

元
々
は
子
ど
も
が
遊
べ
る
も
の
と
し
て

作
ら
れ
た
。
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
老

若
男
女
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る

こ
と
を
皆
に
伝
え
、
広
め
た
い
と
思
い
、

Ｇ
Ｂ
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）
県
南
支
部
の

役
員
を
即
引
き
受
け
た
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優
柔
不
断
な
私
だ
が
、「
や
る
」
か
「
や

ら
な
い
」
か
、
で
迷
う
こ
と
に
時
間
を

か
け
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
思
っ
て

い
る
。
ま
ず
は
「
や
る
」と
決
め
た
上
で
、

「
ど
う
し
た
ら
良
い
か
、
ど
う
し
た
ら

う
ま
く
で
き
る
か
」
と
考
え
る
こ
と
に

時
間
を
使
い
た
い
。
時
間
を
か
け
て
計

画
を
立
て
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を

考
え
た
り
す
る
の
は
楽
し
い
。
も
ち
ろ

ん
、
い
つ
も
う
ま
く
い
く
と
は
限
ら
な

い
が
、
じ
っ
く
り
と
考
え
た
分
、
う
ま

く
い
く
こ
と
も
多
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ま
ず
「
や
る
！
」
と

決
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
楽
し
く

取
り
組
み
た
い
。
目
標
と
す
る
90
歳
ま

で
に
ど
ん
な
こ
と
を
ど
れ
だ
け
で
き
る

か
。
考
え
る
だ
け
で
ワ
ク
ワ
ク
す
る
！

　

次
回
は
石
井
久
雄
さ
ん
（
真
名
畑
）

で
す
。

「
飽
く
な
き
好
奇
心
」

村
むら た

田 奈
な お み

緒美さん（真名畑）
趣　　　　味：ゲートボール、フラメンコ、
　　　　　　　予定表を作ること
好きな言葉：為せば成る、
　　　　　　　ケセラセラ（なるようになる）
好きな食べ物：あんこ（小豆）

お待ちかね！　　　
　あなたの出番です。

随
想
リ
レ
ー-Vol. 387

村田奈緒美さん㊥と孫の莉
りせい

清くん㊧と莉
り と

都くん㊨

Murata Naomi

どっちがたくさん取れるかな 新春を祝いごあいさつ

子ども園幼稚部で祖父母参観 ２年振りの新春交歓会
 １⽉１４⽇（⾦）、⼦ども園幼稚部年⻑組で祖⽗⺟⾃由参
観が⾏われ、紙相撲やかるた取り、けん⽟などを⼀緒に楽
しみました。園児は⽣活発表会で歌った歌を⼿話を交えて
披露し、涙ぐむ祖⽗⺟がいました。

 １⽉５⽇（⽔）、「令和４年塙町新春交歓会」が、塙農村
勤労福祉会館で⾏われ、アトラクションでは塙⼯業⾼校和
太⿎部の皆さんが⼒強い演奏を披露し、参加者から惜しみ
ない拍⼿が送られていました。

十七文字で奏でよう　絆部門

草野紫音君が最優秀賞受賞
　塙小学校１年草野紫

しおん

音君（植田）と祖父の荘
そうじ

司栄治さ

ん（棚倉町）が「ふくしまを十七字で奏でよう絆ふれあ

い支援事業」で絆部門の最優秀賞に選ばれ、１２月２０

日（月）に役場を訪れ町長に報告しました。これは、家

庭や地域での人と人との関わりから感じたことを１７

文字で表す事業で、草野君は、県内から応募のあった

３１，６７４組から最優秀賞の５組に選ばれました。草野

くんは「うれしい、これからもお手伝いをします」と

感想を述べ、母の哲
あきよ

誉さんは「兄弟で私の父のお手伝

いをしてくれます。私より牛のことを分かっていま

す」とコメントしました。

草野紫音「じいちゃんの うしのエサやり おてつだい」
荘司栄治「藁はこぶ　孫の姿の　たくましさ」

「
結
婚
お
祝
い
金
」
を
贈
呈

　

塙
町
結
婚
お
祝
金
贈
呈
式
が
、
12
月
22
日
（
水
）

に
塙
町
役
場
で
行
わ
れ
、
宮
田
町
長
が
小
松
祐
也

さ
ん
・
京
花
さ
ん
夫
妻
（
上
石
井
）
に
結
婚
お
祝
金

と
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
フ
ラ
ワ
ー
・
ダ
リ
ア
の
フ
ラ

ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
贈
り
ま
し
た
。
結
婚
お
祝
金
を

受
け
取
っ
た
方
々
は
計
２
４
５
組
に
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に
。

【
結
婚
お
祝
金
受
贈
者
】

　

小
松
祐
也
さ
ん
・
京
花
さ
ん
（
上
石
井
）

ご結婚おめでとうございます。末永くお幸せに

最優秀賞に選ばれた草野紫音くん㊧と母の哲誉さん㊨



　１月１５日（土）　令和４年塙町消防団出初式が２年ぶりに

行われました。感染症予防のため町内行進を行わず、塙農村

勤労福祉会館で本団役員と分団役員が出席し、式典のみ開催

しました。統監（町長）訓示、木田廣明団長あいさつの後、

消防協力団体への感謝状贈呈と無火災分団の４つの分団に表

彰状が贈られました。式典の最後には、藤田芳雄副団長が誓

いの言葉を述べ、無火災と消防防災体制の強化を誓いました。

　なお、感謝状などが贈られた皆さんは右記のとおりです。

心は一つ 無火災の誓い 塙町消防団出初式

■消防協力団体等感謝状贈呈
　・東白商事株式会社　様
　・藤田砿業株式会社　様
　・株式会社リカーキング　様
　　材木町地内町水路環境整備および
　　消防用水利確保による協力団体

　・曽我部 友康　様（栄町）
　　令和３年８月１日発生
　　那倉地内車両火災での協力者

■無火災分団表彰
　・第１分団（千葉 勝彦分団長）　

　・第２分団（河野 通
みちたか

基分団長）

　・第３分団（角田 栄
えいしん

真分団長）　

　・第５分団（石井 康義分団長）

あいさつを述べる木田団長㊥

※対象期間：令和２年１２月から
　　　　　　令和３年１１月

感謝状を受け取る東白商事株式会社
木之内満男取締役部長

虫取り大作戦
２月６日（土） 東 館 診 療 所

☎４６―２３１２ ２月２３日（祝） 車 田 病 院
☎４３―１０１９

２月１１日（祝） 和 田 医 院
☎３３―２０１２ ２月２７日（日） おおひら整形外科クリニック

☎３３―９４６８

２月１３日（日） 大 木 医 院
☎３３―２４２４ ３月６日（日） 塙 厚 生 病 院

☎４３―１１４５

２月２０日（日） 深谷クリニック☎３３―３２２３ ３月１３日（日） 木 村 医 院
☎４６―３５２８

●休日の当番医
　男性 4,108人（－12）　世帯数 3,293世帯（－5）
　女性 4,229人（－9）　　　（　）内は前月比

●町の人口　８，３３７人（１月１日現在）

　※広報はなわの「町の人口」は、住民基本台帳
　　の人口、世帯数を掲載しています。

●今月の納税など

広報 202022－2

■ホームページ　http://www.town.hanawa.fukushima.jp/

☆
二
日
続
け
て
の
成
人
式
。
若
者
と
何

を
話
せ
ば
い
い
の
か
自
信
が
な
い
ま

ま
、
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。
も
う
思
い

つ
い
た
こ
と
を
言
う
し
か
な
い
！　

「
そ
の
髪
型
か
っ
こ
い
い
ね
」
、
「
着
物

の
色
、
目
立
っ
て
い
い
ね
」
と
か
。
そ

う
伝
え
る
と
素
直
に
気
持
ち
を
教
え
て

く
れ
る
成
人
の
皆
さ
ん
。
素
敵
な
笑
顔

を
あ
り
が
と
う
☆
仕
方
の
な
い
こ
と
で

す
が
、
成
人
式
も
学
校
で
も
家
族
が
出

席
で
き
る
機
会
が
少
な
く
、
そ
の
代
わ

り
に
撮
影
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。
少
し
で
も
そ
の
雰
囲
気
を
、
現

場
の
空
気
を
切
り
取
り
た
い
。
皆
さ
ん

の
代
表
と
し
て
こ
の
場
に
い
る
の
だ
、

来
ら
れ
な
い
方
の
た
め
、
思
い
を
伝
え

る
の
が
仕
事
な
の
だ
と
肝
に
銘
じ
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
下
重
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